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11
月
12
日
、
国
労
東
日
本

は
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
労

働
組
合
（
以
下
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

‐
Ｕ
）
と
合
同
で
、「
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
社
員
交
流
会
」
を
横
浜

で
取
り
組
み
ま
し
た
。
交
流

会
に
は
、
７
月
に
新
た
に
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
仲
間
と
な
っ
た
水

戸
支
店
か
ら
、
地
元
の
横
浜

支
店
ま
で
総
勢
40
名
が
参
加

し
、
支
店
を
越
え
た
有
意
義

な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
第
１
部
は
、
少

し
肌
寒
い
横
浜
港
か
ら
「
マ

リ
ー
ン
シ
ャ
ト
ル
」
号
で
ク

ル
ー
ズ
を
決
行
し
、
船
上
で

の
交
流
。
第
２
部
は
、
場
所

を
横
浜
・
中
華
街
に
移
動
し

て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

司
会
を
務
め
た
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

‐
Ｕ
の
池
田
委
員
長
は
、「
６

月
に
結
成
し
て
以
降
、
国
労

に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な

が
ら
本
日
を
迎
え
た
。
こ
の

間
の
取
り
組
み
の
経
過
に
つ

い
て
は
資
料
に
配
布
し
て
い

る
の
で
参
照
を
！
尚
、
年
末

手
当
に
つ
い
て
は
11
月
６
日

に
２
．
８
５
箇
月
で
会
社
に

申
し
入
れ
た
！
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
合
同
主
催
者
を
代

表
し
た
国
労
東
日
本
の
菊
池

委
員
長
は
「
引
き
続
き
、
会

社
と
は
対
等
な
立
場
で
、
労

働
条
件
や
手
当
を
勝
ち
取
る

べ
く
取
り
組
み
を
行
う
が
、

そ
の
為
に
は
皆
さ
ん
の
力
が

　

８
月
の
東
日
本
本
部
第
29
回
定
期
大
会
以
降
、
８
名
の
国
労
加
入
を
勝
ち
取
っ
て
い

ま
す
。
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
各
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議
で
は
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
組
織
拡
大
に
向
け
て
の
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
11
月
12

日
に
は
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
と
合
同
で
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
社
員
交
流
会
に
取
り
組
む
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
、
①
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
員
交
流
会
、
②
各
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議
、
③

新
橋
支
部
・
川
崎
発
電
所
分
会
「
国
労
復
帰
歓
迎
会
」、
④
国
労
議
員
団
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
、
⑤
東
日
本
工
務
協
議
会
第
27
回
定
期
委
員
会
、
の
報
告
と
し
ま
す
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
11

月
３
日
、
東
京
地
本
会
議
室

に
お
い
て
各
地
方
・
地
区
本

部
組
織
部
長
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

菊
池
委
員
長
か
ら
、「
秋

季
年
末
闘
争
の
闘
い
を
強
化

す
る
。
労
働
条
件
に
関
す
る

協
約
改
訂
に
向
け
て
交
渉
を

取
り
組
む
。
組
織
拡
大
に
向

け
た
闘
い
が
地
方
か
ら
努
力

さ
れ
て
い
る
。
関
連
労
働
者

の
組
織
化
に
つ
い
て
も
国
労

の
課
題
。
全
体
で
取
り
組
み

を
強
化
し
て
行
き
た
い
」
と

挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
田
組
織
部
長
か
ら
は
①

組
織
の
現
状
に
つ
い
て
、
②

一
括
和
解
以
降
の
状
況
の
変

化
に
つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
・
他
労
組
に

つ
い
て
）、
③
関
連
労
働
者

の
組
織
化
に
つ
い
て
、
④
組

織
拡
大
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
と
課
題
に
つ
い
て
、

ア
、
新
規
採
用
者
対
策
、
イ
、

通
年
闘
争
の
取
り
組
み
、
ウ
、

本
部
・
東
日
本
の
取
り
組
み

の
報
告
と
、
一
年
間
の
行
動

計
画
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
29
回
大
会
以
降
に
組
織

拡
大
が
さ
れ
た
、
東
京
地
本
・

仙
台
地
本
・
高
崎
地
本
か
ら

拡
大
の
経
過
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
そ
の
後
、
各
地
方

か
ら
「
全
分
会
オ
ル
グ
に
向

け
て
取
組
ん
で
い
く
」、「
定

期
大
会
で
組
織
拡
大
の
発
言

が
少
な
か
っ
た
が
、
今
後
実

践
す
る
た
め
に
一
つ
ひ
と
つ

努
力
し
て
い
き
た
い
」、「
組

織
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
若

手
中
心
に
立
ち
上
げ
て
、
青

年
部
の
要
求
を
会
社
に
ぶ
つ

け
て
目
に
見
え
る
運
動
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
、

組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
と
特
徴
的
な
職
場
状
況
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
武
田
組
織
部
長
か

ら
、「
職
場
の
仲
間
の
悩
み

を
聞
き
な
が
ら
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
や
、日
常
的
に
『
国

労
に
入
ら
な
い
か
』
と
声
掛

け
を
し
て
き
た
努
力
で
国
労

の
組
織
拡
大
を
し
て
き
て
い

る
。
全
組
合
員
が
共
有
し
、

声
掛
け
で
き
る
体
制
を
作
る

た
め
に
全
分
会
オ
ル
グ
の
実

施
を
要
請
す
る
。
東
日
本
本

部
と
し
て
も
地
方
と
力
を
合

わ
せ
て
、
全
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
」
と
会
議
を
ま
と

め
ま
し
た
。

必
要
」
と
、
労
働
組
合
加
入

を
訴
え
ま
し
た
。

　

待
ち
わ
び
た
乾
杯
を
、
地

元
の
国
労
神
奈
川
地
区
本

部
・
長
瀬
委
員
長
が
行
い
懇

親
に
入
り
、
舌
の
滑
り
が
良

く
な
っ
た
頃
を
見
計
ら
っ
て

自
己
紹
介
。
そ
の
後
、
国
労

東
日
本
彦
田
青
年
部
長
の
ク

イ
ズ
で
盛
り
上
が
り
、
気
が

付
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
終

了
の
時
刻
を
迎
え
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
国
労
と
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
‐
Ｕ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
組

合
加
入
を
決
意
す
る
と
い

う
、
嬉
し
い
「
お
土
産
」
ま

で
付
い
た
交
流
会
は
、
最
大

の
成
果
を
上
げ
て
終
了
し
ま

し
た
。
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国
労
東
日
本
工
務
協
議
会
は

11
月
21
日
、
東
京
地
本
会
議
室

に
お
い
て
、
第
27
回
定
期
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

司
会
は
高
橋
副
議
長
（
東
京

地
協
）、
議
長
に
は
石
井
委
員

（
東
京
）
を
選
出
し
て
議
事
に

入
り
、
東
日
本
本
部
を
代
表
し

て
佐
藤
書
記
長
か
ら
年
末
手
当

を
巡
る
状
況
を
は
じ
め
、
取
り

②

　

会
議
は
河
野
達
男
事
務
局

長
（
新
宿
区
議
）
の
司
会
で
、

東
日
本
本
部
・
菊
池
委
員
長

よ
り
国
労
を
取
り
巻
く
情
勢
、

政
治
を
め
ぐ
る
動
向
な
ど
の

挨
拶
と
、
地
元
長
野
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
題
に
入
り
、
東
日
本
本

部
・
宮
﨑
副
委
員
長
か
ら
、

組
織
拡
大
の
闘
い
、
Ｊ
Ｒ
の

諸
施
策
と
国
労
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
を
受

け
、
質
疑
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
，
参
加
議
員
の
今

回
の
選
挙
の
闘
い
の
報
告
や
、

地
域
で
の
活
動
報
告
な
ど
、

交
流
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
戦
争
法
案
反
対
の
取

り
組
み
や
、
長
野
か
ら
は
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
環
境
破
壊
、
騒
音
、
電

力
問
題
な
ど
、
課
題
の
提
起

も
あ
り
ま
し
た
。

　

青
山
秀
雄
昭
島
市
議
を
議

員
団
長
と
し
て
選
出
し
、
来

巻
く
情
勢
を
報
告
。
続
い
て
、

湯
浅
議
長
か
ら
「
職
場
の
標
準

数
は
新
入
社
員
を
入
れ
た
算
出

で
、
実
態
は
マ
イ
ナ
ス
。
ど
こ

の
職
場
も
人
員
不
足
、
業
務
増

に
よ
る
超
過
勤
務
の
増
加
も
深

刻
。
頻
繁
に
発
生
す
る
事
故
の

背
後
要
因
に
は
『
人
が
足
り
な

い
・
仕
事
が
忙
し
い
・
急
激
な

世
代
交
代
』
が
あ
り
検
証
が
必

要
」
と
訴
え
、
組
織
拡
大
に
つ

い
て
も
「
エ
リ
ア
の
工
務
協
と

し
て
、横
の
つ
な
が
り
を
作
り
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り
組

み
を
！
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
全
国
工
務
協
・
尾
崎

事
務
局
長
（
東
海
）
よ
り
全
国

の
状
況
報
告
の
後
に
、
大
津
事

務
局
長
の
経
過
・
活
動
方
針

（
案
）
の
提
起
を
受
け
て
討
論

に
入
り
ま
し
た
。

　
「
職
場
で
は
毎
年
退
職
者
が

出
る
中
、
技
術
継
承
が
進
ん
で

い
な
い
」（
新
潟
）、「
新
幹
線

で
は
電
力
と
の
仕
事
境
界
が
あ

い
ま
い
。
融
雪
マ
ッ
ト
設
置
も

工
事
の
見
積
も
り
段
階
か
ら
保

線
と
は
馴
染
ま
な
い
。
本
社
、

支
社
の
打
合
せ
が
不
足
し
て
い

る
」（
仙
台
）、「
人
不
足
で
現

場
管
理
者
も
苦
し
ん
で
い
る
。

ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
も
プ

ロ
パ
ー
が
辞
め
て
人
が
足
り

ず
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
エ
ル
ダ
ー
社

員
を
あ
て
に
し
て
い
る
実
態
」

（
山
形
）、「
ユ
ニ
オ
ン
建
設
に

出
向
。
Ｍ
Ｃ
Ｒ
の
取
り
付
け
を

丸
投
げ
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育

が
不
十
分
で
冬
に
間
に
合
う
か

不
安
」（
秋
田
）、「
技
術
継
承

に
現
場
は
本
気
に
な
っ
て
い
な

い
。
現
場
長
は
仕
事
を
回
す
事

が
優
先
」（
盛
岡
）、「
管
理
者

が
夜
業
立
会
い
を
失
念
。
支
社

に
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
」（
神

奈
川
）、「
組
織
対

策
で
交
流
会
。
会

社
は
職
場
の
要
員

不
足
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
で

補
お
う
と
し
て
い

る
。
若
手
に
は
業

研
で
浸
透
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
」

（
東
京
）、「
会
社

の
安
全
対
策
は
働

く
人
任
せ
、
会
社

と
し
て
労
働
環
境

を
整
え
る
視
点
が

無
い
」（
水
戸
）、

「
職
場
に
女
性
社

員
も
増
え
て
い
る
が
環
境
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
」（
千
葉
）、

「
９
月
に
組
織
拡
大
交
流
会
開

催
。
普
段
か
ら
の
声
か
け
が
重

要
」（
高
崎
）

　

10
名
の
発
言
を
踏
ま
え
、
湯

浅
議
長
は
「
工
務
職
場
は
ど
こ

も
大
変
な
実
態
。
急
激
な
世
代

交
代
の
中
で
、
次
の
世
代
の
為

に
も
き
ち
ん
と
し
た
ル
ー
ル
を

作
る
こ
と
が
大
切
。
メ
ン
テ
の

検
証
と
組
織
拡
大
を
一
体
と
し

て
運
動
を
押
し
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
集
約
し
、
最
後
に
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

尚
、
湯
浅
議
長
（
再
）、
大

津
事
務
長
（
再
）
以
下
、
新
役

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

国
労
議
員
団
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
、
11
月
８
～
９
日
、

長
野
県
松
本
市
で
開
催
し
ま

し
た
。
本
年
は
統
一
自
治
体

選
挙
が
あ
り
、
秋
の
開
催
と

し
ま
し
た
。

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
議
員
団
は
、

東
京
、
長
野
、
高
崎
、
水
戸
、

千
葉
の
各
地
本
の
議
員
団
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

た
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
後
、
東
日
本
本
部
・

伊
藤
業
務
部
長
か
ら
東
日
本

本
部
に
お
け
る
数
々
の
国
労

加
入
の
話
を
受
け
、
東
京
地

本
・
鎌
田
委
員
長
か
ら
は
「
東

京
地
本
と
し
て
も
和
解
以
降

１
０
２
名
の
国
労
加
入
が
あ

り
、
引
き
続
き
職
場
の
労
働

条
件
改
善
、
組
織
拡
大
に
奮

闘
し
た
い
」
と
挨
拶
。
ま
た
、

新
橋
支
部
・
伊
藤
委
員
長
か

ら
「
９
月
の
大
井
町
駅
分
会

の
拡
大
か
ら
川
崎
発
電
所
分

会
で
の
国
労
加
入
。
職
場
の

取
り
組
み
か
ら
引
き
続
き
国

労
加
入
を
勝
ち
取
り
た
い
」

と
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
組
合
員
一
人
ひ

と
り
か
ら
歓
迎
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
た
正
田
さ
ん
か
ら「
い

ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
や
は
り

国
労
だ
」
と
力
強
い
決
意
が

示
さ
れ
、
川
崎
発
電
所
分
会

と
し
て
も「『
今
日
と
い
う
日
』

を
全
体
で
確
認
を
し
て
、
新

た
な
気
持
ち
で
、
大
胆
に
国

労
加
入
を
訴
え
よ
う
」
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
橋
支
部
・
川
崎
発
電
所

分
会
は
、
11
月
13
日
に
「
正

田
智
明
さ
ん
国
労
復
帰
歓
迎

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

柳
沢
分
会
書
記
長
の
司
会

で
は
じ
ま
り
、
田
中
分
会
長

か
ら
は
「
新
規
採
用
者
の
組

合
説
明
会
や
こ
の
間
の
職
場

で
の
取
り
組
み
の
中
で
正
田

さ
ん
の
国
労
加
入
が
実
現
し

年
は
、
４
月
に
高
崎
地
本
の

担
当
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

翌
日
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
、
松
本
市
内
の
ま
ち
づ
く

り
を
視
察
し
ま
し
た
。

（
河
野
事
務
局
長
記
）


